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○この取り組みを行うことにした背景 /理由
　（一社）九州経済連合会では、九州の産業界をICTに
より活性化する活動を実施している。平成 24 年度は、
平成 23 年度の東日本大震災を受けて “ 大規模災害時の
ICT活用による備え検討WG（ワーキンググループ）”を
立上げ、九州における災害への備えの検討を行ってお
り、そのテーマにもリンクさせ、車に限定しないナビ
ゲーションについての幅広い適応領域の可能性を探るた
めに、多方面の有識者にお集まりいただき本セミナーを
開催した。

○セミナー内容
　スマートフォン等のモバイル端末の普及に伴い、これ
を活用して人の動きを支援するナビゲーションや、その
応用に関する検討が行われている。本セミナーでは、こ
のようなICT関連技術の潮流と、防災・減災などの時
代背景のもと、ヒューマンナビゲーションの可能性につ
いて考える。

【第1部　特別講演（12：30〜13：30）】
「IT融合による被災インフラの復旧とメンテナンスの支援」
講師：東京大学大学院 情報学環 特任教授　石川 雄章 氏

【第2部　座談会（14：00〜16：30）】
「ヒューマンナビゲーションの可能性〜災害に強い九州
を目指して〜」
パネリスト及びコーディネータ：
九州大学大学院　工学研究院 教授　塚原 健一 氏

（株）ゼンリン　経営戦略室 マネージャー　渋谷 健 氏
西鉄情報システム（株） ソリューション本部 部長
　浦 正勝 氏
福岡V−LOWマルチメディア放送実験協議会 事務局　
　仁平　成彦 氏
企画主催：

（社）九州経済連合会 情報通信委員会、
九州IT融合システム協議会（ES−Kyushu）
後援：

（社）九州テレコム振興センター（KIAI）、
NPO 法人九州組込みソフトウェアコンソーシアム

（QUEST）

○目的・目標（期待される効果など）
　九州地域における情報通信関連産業の活性化。

1）地域 ITSの将来像

　地域では、少子化・高齢化、核家族
化、交通空白地帯（特に中山間部）の
増加などに起因して、地域コミュニ
ティや地域産業の衰退が加速し、公
共交通の確保・維持、社会保障費（医
療・福祉）の負担増、財政難などの多
くの課題が顕在化してきた。

　このような課題背景の中で、ITS 
Japan が考える地域 ITS の将来像は、
図表3−18に示すように、地域の活性
化に向けて、都市計画や環境対策な
ど他の社会システムと融合しながら
ITS/ICT技術を活用することで、

①「環境にやさしい」
②「福祉（高齢者）にも配慮された」
③「安心・安全な」
④「災害（防災）に強い」

の視点で、地域固有の施策で「魅力ある街、地域経済の活
性化」を実現していくものと考えている。
　例えば、高齢者のモビリティを確保すれば、移動による
人とのふれあい、コミュニケーション増加によって、高齢
者のひきこもりを防ぎ、健康増進による社会保障費の負担

5. 今後の取り組み

図表3−18　地域ITSの将来像

減などの効果が考えられる。
　さらには、多種多様な経験、ノウハウを持つ高齢者の社
会参加、雇用拡大の機会が増え、地域経済の活性化、魅力
あるまちづくりに貢献できると考える。
　地方で先進的課題として現れている少子化・高齢化、過
疎化などに対する地域ITSの取り組みは、いずれ周辺の中
核都市や大都市圏にも訪れる同様な課題解決への試金石と
もなり、日本全体にとって価値ある重要な取り組みになる
と考える。

九州地方

大規模災害時の ICT 活用に関するワーキンググループの実施と ITS関連セミナーの開催
（一般社団法人 九州経済連合会）

図表3−19　地域ITS推進活動

　ITS Japanが考える、地域ITSの将
来像、今後の取り組みについて述べる。
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